
１ 次の(１)～(７)の問いに答えなさい。

(１) ７－３×(－２) を計算しなさい。

(１)

(２) １個 a ｇのケーキ５個を， b ｇの箱に入れたときの全体の重

さを， a ， b を用いた式で表しなさい。

(２) ｇ

８
(３) １８－ を計算しなさい。

２

(３)

(４) x( y －１)＋５y －５ を因数分解しなさい。

(４)

(５) 方程式 x ＋２y ＝４x ＋７y ＝１ を解きなさい。

x ＝ ，y ＝(５)

(６) 方程式 ２x２＋７x－４＝０ を解きなさい。

x ＝(６)

(７) a を正の定数， b を負の定数とする。関数 y ＝ a x＋b のグラ
フとして最も適切なものを，次のア～エから１つ選んで記号を

書きなさい。
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２ 次の(１)～(５)の問いに答えなさい。

(１) 次のア～ウの三角形のうち，直角三角形はどれか

すべて選んで記号を書きなさい。

ア ３辺の長さが ２cm，４cm，２ ３cm である三角形

イ ３辺の長さが ３cm，５cm，３cm である三角形

ウ ３辺の長さが １cm，０．８cm，０．６cm である三角形

(１)

(２) 袋の中に，１から６までの数が１つずつ書かれた６枚のカー
ドがある。この６枚のカードから２枚のカードを同時に取り出

すとき，取り出した２枚のカードに書かれた数の和が，７以上

になる確率を求めなさい。ただし，どのカードの取り出し方も

同様に確からしいものとする。

(２)

(３) 下の図は，ある中学校の生徒25人のハンドボール投げの記録
をヒストグラムに表したものであり，記録の平均値は19.1ｍで

あった。

このヒストグラムでは，例えば，５～10の階級では，記録が

５ｍ以上10ｍ未満の人数が３人であることを表している。

記録の平均値が含まれる階級の相対度数を求めなさい。

(３)

(４) 次の図のような△ＡＢＣがある。点Ｄ，Ｅはそれぞれ辺ＡＢ，

ＢＣ上の点で，ＤＥ∥ＡＣである。 x の値を求めなさい。

x ＝(４)

(５) 次の図のように，直線 ℓ と，直線 ℓ 上にない２点Ａ，Ｂがあ
る。このとき，直線 ℓ 上にあり，ＡＰ＝ＢＰとなる点Ｐを，定

規とコンパスを用いて作図しなさい。ただし，作図に用いた線

は消さないこと。
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３ 次の図で，△ＡＢＣはＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形で

ある。点Ｄ，Ｅは，それぞれ辺ＡＢ，ＡＣ上の点であ

り，ＡＢ⊥ＣＤ，ＡＣ⊥ＢＥである。下の(１)，(２)

の問いに答えなさい。

(１) △ＡＢＥ≡△ＡＣＤとなることを証明した。［証明］が正し

くなるように，アに直角三角形の合同条件を書きなさい。

［証明］

△ＡＢＥと△ＡＣＤにおいて，

∠ＡＥＢ＝∠ＡＤＣ＝90°（仮定）…①

ＡＢ＝ＡＣ（仮定）…②

∠ＢＡＥ＝∠ＣＡＤ（共通な角）…③

①，②，③より，直角三角形の ア から，

△ＡＢＥ≡△ＡＣＤ

(１) ア

(２) 辺ＢＣと線分ＣＥの長さの比が，ＢＣ：ＣＥ＝３：１のとき，

△ＡＢＣの面積は△ＢＣＥの面積の何倍か，求めなさい。

(２) 倍

４ 図１で，㋐は関数 y ＝ a x ，㋑は関数 y ＝ x のグラフであ２ ２

る。点Ａは㋐上にあり，座標は(２，３)である。点Ｂは㋑上にあ

り， x 座標は－２である。下の(１)～(３)の問いに答えなさい。

図１

(１) a の値を求めなさい。

a ＝(１)

(２) 関数 y ＝ x について， x の値が２から６まで増加すると２

きの変化の割合を求めなさい。

(２)

(３) 図２は，図１に直線ＡＢをかき加えたものであり，点Ｃは直

線ＡＢと x 軸の交点，点Ｄは直線ＡＢと y 軸の交点である。こ

のとき，△ＣＯＤを x 軸を軸として１回転させてできる円錐の

体積を求めなさい。ただし，原点Ｏから(０，１)，(１，０)ま

での距離をそれぞれ１cmとする。また，円周率をπとする。

図２
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５ 《ルール》にしたがって碁石を並べて正多角形をつくる。
ご いし

《ルール》

正多角形の頂点に必ず碁石を置く。すべての辺の碁石の

個数は同じとし，１辺の碁石の個数は３個以上とする。

図は，１辺の個数を４個とし，正三角形をつくった例である。

また，表は，正多角形をつくるときに必要な碁石の個数をまとめ

たものである。下の(１)～(３)の問いに答えなさい。

図

表

正三角形 正方形 正五角形
１辺の個数が３個のとき ６ ア 10
１辺の個数が４個のとき ９ 12 15
１辺の個数が５個のとき 12 16 イ

(１) 表のア，イにあてはまる数を書きなさい。

(１) ア

（２）１辺の個数を n 個として正五角形をつくるとき，必要な碁石

の個数を n を用いた式で表しなさい。式を求める過程も書きな

さい。なお，過程を書く際，解答欄にある図を用いてもよい。

（過程）

(２)

答 個

（３）27個の碁石をすべて使って，１つの正多角形をつくる。この

とき，つくることができる正多角形は正何角形か，すべて書き

なさい。

(３)

イ

n 個

裏 合 計


